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01Foreword｜

明けましておめでとうございます。
令和8年の年頭にあたり、皆様のご健勝と益々のご
隆盛をお慶び申し上げます。
また昨年は神奈川県印刷工業組合の諸活動に格
別のご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
令和7年（2025年）は、10年に一度の当番県として
第72回関東甲信越静地区印刷協議会・神奈川大会
を開催するなど、振り返れば慌ただしい一年でした。
一方で、積み重ねてきた取り組みが形になり始めたと
いう手応えがあります。

1.新しい若手組合員の参加
2.印刷会館・組合事務所の有効利用
3.組合財政の健全化
4.支部活動の活性化
5.官公需対策の成果
など、目に見える成果が出てきています。組合員数
の減少や委員会活動の更なる充実など課題は残りま
すが、引き続き“持続可能な組合運営”を軸に、組織の
活性化と効率化を進めてまいります。何卒ご協力のほ
どお願い申し上げます。

【干支シリーズ】
今年の干支は「丙午（ひのえうま）」。
丙は陽の“火”で、太陽の明るさや情熱、強い意志を
象徴します。午もまた“火”に属し、スピードと行動力、
独立心を帯びます。火×火の丙午は、「情熱と実行力
で道を切り拓く年」。止まっていた物事が一気に進み、
新しい挑戦が形になりやすい一方、熱の向きを誤れ
ば大きな失敗にもなり得ます。
だからこそ、印刷業界で働く皆さまには、行動の羅

針盤として組合を活用していただきたい。組合からの
情報提供やセミナー、仲間との交流にぜひアンテナを
張り、正しい方向へ力を集めていきましょう。

さて、昨年はガラスの天井を突き抜け、日本史上初
の女性総理大臣・高市早苗内閣が誕生しました。「働
いて、働いて、働いて、働いて、働いてまいります！」―
昭和感あふれるフレーズに思わず共感してしまいまし
たが、私たち中小企業は「働き方改革」「ワークライフ
バランス」「ダイバーシティ・インクルージョン経営」を
見据えた経営を進めなければ、人が集まらない時代
だとも痛感します。
いずれにしても、お客様・地域社会・社員・経営者の
それぞれにとって“魅力的な良い会社”とは何か。常に
問い直し、試行錯誤しながら、前へ進んでいくしかな
いでしょう。

変わって今年の楽しみ。
私の中ではやっぱり野球。まずはWBC2026。どんな

ドラマが待っているのか。スター軍団のアメリカをは
じめ、強豪国を倒して日本の連覇なるか！メジャー
リーグではドジャースの三連覇、大谷選手の二刀流
完全復活、他の日本選手の活躍を期待しています。
もちろん横浜DeNAベイスターズのスタジアム観戦も。
FIFAワールドカップも見逃せません。
「働いて、遊んで、働いて、遊んで」の繰り返し。この
往復運動が長く持続する力になると信じています。
丙午の2026年が皆様にとって情熱が結果につな
がる挑戦の一年となりますよう、心よりお祈り申し上
げます。
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謹んで新春のお慶びを申し上げます。平素より全日
本印刷工業組合連合会の各事業に対しご理解とご協
力を賜り心より感謝申し上げます。

2026年は地政学的な諸問題、貿易関税の問題やイン
フレ経済移行への諸問題などを昨年から引継ぎスター
トしました。歴史を振り返りますと激動期を生きた孟子
は物事を成し遂げるには天の時、地の利、人の和が重
要で、特に人の和が最も大切と説いております。これは
我々が掲げるCSR経営に通ずるものと思われます。一
方、天地人の言葉の中で本年のキーワードは「地」であ
ると私は考えております。地とは、地理・地勢を意味し現
場・地盤・地域・地球といった意味をも内包するもので
す。我々印刷産業は「足もとを確かめ、産業を再構築す
る」ことを早急に進めなくてはならないと感じています。
AIなど技術革新が加速度的に進む一方、現場と地域に
根差した新たな価値創出こそが、印刷産業が未来へ歩
みを進める上で不可欠であると思います。
ところで価値創出を実践するにはまず確かな地盤が
必要です。本年、まず重視して取り組むのは「取引適正
化」と「知的資産の保全」です。これまで印刷業界では
価格転嫁や権利処理が十分に行われず、企業の持続性
を損ねるケースも散見されました。取適法が施行される
中、その根本的課題に向き合うため経済産業省の確認
を得たうえで、業界として初となる統一的な「基本取引
契約書の雛型」を策定し、全国での普及を進めます。こ

れは単なる書面整備にとどまらず、印刷産業が社会か
ら信頼される商慣行を確立し、次の世代に健全な産業
基盤を引き継ぐための重要な礎となるものです。
さらに地域社会との連携強化も本年の大きなテーマ
です。印刷会社は行政・教育機関・企業団体などあらゆ
る産業と接しており、地域経済のハブとして独自の強み
を持っています。こうした地域密着の特性を生かし、自
治体や地域の課題解決支援を行うローカルゼブラ企
業を目指し多様な分野での協創の推進役になるべきと
考えております。
また、地球を考える環境対応はもはや避けて通れな
い課題です。環境配慮認証制度の普及、CO²排出量の
算定、印刷工程の省エネ化支援、企業の実務に直結す
る支援策をさらに拡充していく所存です。同時にデジタ
ルメディアには無い紙メディアの価値を広く社会に発信
することも推進して参ります。

2026年は印刷産業が「新たな成長の地固め」を進め
る一年となることを目指し、変化の波にただ流されるの
ではなく、現場の知見を尊重し、地域に寄り添い、技術
革新を柔軟に取り入れ、共に未来を切り開いて行く年と
しましょう。
本年が、印刷産業にとって新たな飛躍の年となるよ

う、引き続き皆様のお力添えを賜りますようお願い申し
上げますとともに、各組合員のますますのご発展と皆様
のご健勝を心より祈念し、年頭のご挨拶といたします。

会　長  瀬 田 章 弘
全日本印刷工業組合連合会

神奈川県知事  黒 岩 祐 治

足元を固め、価値協創を新年のご挨拶

あけましておめでとうございます。
社会環境が大きく変化する中で、性別や年齢、障害
の状態、国籍などにかかわらず、異なる価値観や背景
を持つ人々が互いに認め合い、支え合いながら暮らす
ことのできる「共生社会」の実現が求められています。
今年は、津久井やまゆり園事件から10年の節目の年

です。あのような大変痛ましい事件が二度と繰り返さ
れないよう、県は、「ともに生きる社会」の実現を目指し
てさまざまな場面で「ともに生きる社会かながわ憲章」
の理念を県民の皆様にお伝えし、全庁を挙げてこの問
題に向き合いながら、取組を進めてきました。そして今、
われわれは新たなスタートを切ろうとしています。福祉
の現場に科学の視点を取り入れ、当事者目線に立った
やさしくあたたかい、再現性のある支援を目指し、福祉
を変えるフロントランナーとなるべく、今年４月に県立
福祉機構を設立します。
障害者支援施設では、強度行動障害の方は暴れて

危険だから部屋に閉じ込めておく、といったことが当た
り前のように行われてきました。そうではなく、なぜ暴れ
るのか、どういう気持ちなのか、一人ひとりの目線に
立って、直面している困りごとを科学の視点により分析
することで、自信を持って支援ができる現場を実現させ
ていきます。障害当事者が地域の一員として役割を担
い、誰もがその人らしく暮らすことのできる「地域共生

社会」の実現を目指していきます。
さらに、グローバル化が進む中で、海外進出する県
内企業の増加や外国籍県民の増加など、神奈川と世
界との結びつきはますます強まっています。
県では、経済成長の著しいベトナムとの交流を進め

てきました。昨年は9回目の「ベトナムフェスタ in 神奈
川」を開催するとともに、ベトナムでは6回目の
「KANAGAWA FESTIVAL in VIETNAM」を開催しまし
た。このように、神奈川の魅力や強みを発信してきたこ
とで文化的な交流とともに、経済的な交流も深まってき
ました。その結果、神奈川県に進出したベトナム企業は
延べ22社となり、これまで継続的に交流を重ねてきた
成果が確実に現れていると感じています。
また、人手不足が深刻化する中で、外国人労働者の
活躍は欠かせないものとなっています。外国籍県民を
含むすべての人が、国籍や文化の違いを超え、多様性
を理解し、お互いに地域の一員として認め合い、活躍で
きる「多文化共生社会」の実現を推進していきます。
県民の皆様一人ひとりの「いのち」が輝くやさしい社
会の実現を目指し、本年も全力を尽くしてまいる所存
です。
結びに、新しい年が神奈川県印刷工業組合の皆様

にとって素晴らしい年になりますことを祈念いたしまし
て、新年の挨拶といたします。

NEW YEAR GREETINGNEW YEAR GREETING20262026 NEW YEAR GREETINGNEW YEAR GREETING20262026 NEW YEAR GREETINGNEW YEAR GREETING20262026
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会員並びに関係者の皆様、新年明けましておめでと
うございます。皆様にはお健やかに令和８年の新春を
お迎えになられたことと、心よりお慶び申し上げます。
昨年の我が国経済は、米国の通商政策等による影響

が一部に見られましたが、個人消費や設備投資に持ち
直しの動きがあるなど、全体としては緩やかな回復が続
きました。そうした中で、中小・小規模事業者において
は、為替が円安傾向で推移し、エネルギー・原材料価格
が高止まりしていますし、深刻さを増す人手不足を背景
に依然として防衛的賃上げを余儀なくされ、最低賃金
の大幅な引上げも重なって人件費負担が増大するなど
厳しい経営環境にありました。
こうした増加するコストの価格転嫁は少しずつ進ん
できていますが、業種や取引構造によって進捗に差が
あり、十分な転嫁が進まず収益を確保しにくい環境が
続いていることは、各種の調査でも明らかとなっていま
す。今後、官公需を含めて一層の価格転嫁・取引価格の
適正化を着実に進めるとともに、デジタル技術を活用す
るなどして生産性を向上させ、稼ぐ力を高めていくこと
が重要です。
本会としては、こうした中小企業の皆様を取り巻く複

合的な課題に対応するため、県や国の中小企業支援施

策を有効に活用していただけるように、生産性向上に
資する設備導入、業務効率化、デジタル化への投資な
どを後押してまいります。また、人手不足への対応とし
ては、安心して外国人材を活用できる環境整備が、今
後ますます重要になるものと考えておりますので、令和
９年４月に開始される育成就労制度を見据え、行政や
専門家と連携して引き続き課題整理と対策の検討を進
めていきます。
明けた令和８年も国内外の経済の先行きには不透

明さを伴いますが、こうした時代だからこそ、「連携」を
キーワードに、中小企業の皆様が持続的に成長できる
環境づくりを進めていくことが一層重要となっていま
す。本会といたしましても、経営基盤の強化、生産性向
上、事業革新や付加価値創造への取り組みを全力で支
援し、会員各位と共に神奈川県から経済の好循環を実
現すべく役割を果たしてまいる所存です。
今年の干支は丙午です。変化を恐れず新しい挑戦に

踏み出すパワーを秘めた年とされ、全力で最大限の成
長を目指し、それを成し遂げる年といわれています。皆
様におかれても果敢な挑戦により本年が成長と飛躍の
一年となりますよう心より祈念申し上げ、年頭のご挨拶
といたします。

NEW YEAR GREETINGNEW YEAR GREETING20262026 NEW YEAR GREETINGNEW YEAR GREETING20262026

神奈川県中小企業団体中央会
会　長  　森　洋

年頭のご挨拶

経験や世代をこえて学び合う勉強会。
実際に参加された組合員の方々にセミナーに参加して
感じたことを聞いてみました。

令和7年11月20日（木） ホテルグランドアーク半蔵門
■ 全日本印刷工業組合連合会 第2回理事会　14:00～15:50
■ 全印政連勉強会　16:00～16:45
■ 議員交流会　17:00～18:00

印刷工業組合向けに開催されたAdobe Fireflyセミ
ナーでは、生成AIが印刷業のワークフローを大きく変え
る「ゲームチェンジの前夜」にあることが強調されました。
現場と経営者のAI活用への温度差、習熟を阻む深層
心理、古いOS環境など導入の壁も整理。

Fireflyはアプリではなく“機能”としてIllustratorや
Photoshopに統合され、コマンド型・プロンプト型の二軸
で活用可能で、短時間で多彩なビジュアル提案ができる
点が紹介されました。
また、社内教育では対話型AIの正しい使い方やワーク
ショップによる心理的成功体験が重要とされ、AIを時短
ではなく“創造力
拡張ツール”として
使う姿勢が、今後
の印刷会社の競
争力を左右すると
まとめられました。

12月9日（火）
神奈川県民センター 15F 会議室

学びのスイッチ

ON！
全印政連勉強会

Adobe Firefly 勉強会

今回の全印政連勉強会には神奈川県工組からは３名
が出席しました。業界政策と国政の最新動向を直接学び、
また議員と意見交換できる貴重な機会となりました。
滝澤会長の挨拶で始まった勉強会は、斎藤健衆議院
議員の講演を拝聴し、その後、議員交流会となり、多くの
国会議員の先生方と直接意見交換を行いました。
交流会には多数の国会議員、さらには現職大臣も参加

され、官公需対策や印刷産業の振興策に直接訴えること
ができる場となりました。
今回を通じて、現場の声をしっかりと政治へ届け続け

る意義、そして政治側にも業界を理解・関心を持っていた
だくことの重要性を改めて強く感じました。
■ 講演概要／講師：斎藤 健 衆議院議員
斎藤議員からは、農林水産大臣・経済産業大臣として
のご経験を基に「①高市政権が抱える課題と期待②少数
与党体制における国政運営の難しさ③中小企業政策の
現状と方向性④トランプ政権による関税問題の影響⑤日
本の若者が持つ可能性」など、幅広いテーマについて熱
意ある講演を伺うことができました。
■ 全印政連の役割
「全印政連」（全日本印刷産業政治連盟）は平成11年7
月に発足し、自民党の「中小印刷産業振興議員連盟（会

長：中曽根弘文参議院議員）」と連携しながら、印刷産業
の発展や業界課題の解決に向けて取り組んでいます。

（株式会社連合社印刷  古木 直人）

今回の全印政連勉強会には神奈川県工組からは、古
木理事長と江森顧問と上原が出席しました。
講師の斎藤議員からは、農林水産大臣・経済産業大臣

としてのご経験を基に、高市政権での少数与党体制にお
ける国政運営の難しさ、中小企業政策の現状と方向性、
トランプ政権による関税問題の影響、日本の若者が持つ
可能性を熱く語っていました。
特に急速に進んでいる日本の少子高齢化の中でも、若

者の優秀さをもっと引き出せる環境を整備していく。印刷
業界も文化の担い手として、大変重要な産業であると確
認しました。
懇親会では、臨時国会開催中でもあり参加議員さんも

入れ替わりの短い滞在時間でしたが、片山さつき財務大臣
が登壇した際は、違ったオーラを感じました。高市早苗総
理大臣と最恐コンビ？と言われているのも、納得しました。
我々の声をしっかりと政治へ届け続けるには、国会議

員さんとの交流も大切な活動ではあると感じました。
（株式会社ソーゴー　上原 健一）

東京都印刷工業組合
副理事長  富澤 隆久
ティーオーホールディングス株式会社 代表取締役

講師
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　10月10日、全日本印刷工業組合連合会創立70周年
記念行事が開催されました。
　神奈川県より14名がお祝いに参加しました。
　会場の東京会館は記念式典が始まると幕が上がり、
皇居を望めるという最高のロケーションでした。当日は
記念式典・表彰式、記念講演会、記念パーティと三部形
式で進められました。

1　　記念式典は、全印工連瀬田会長が式辞で「全
印工連が1955年より全国の調整組合（各社の受
注金額を調整する場）が集まって出来た事、活版
→オフセット→DTP→インターネット対応など技
術的変遷とその対策、また労働問題・環境問題へ
の対応等、その時 の々課題を参加組合員の英知を
結集してここまでバトンを繋いできた。」と話されま
した。 

2　　記念講演はメディアアーティストで筑波大学准
教授の落合陽一氏が『印刷産業の未来』と題して
講演されました。僕には難解すぎて3/4は内容不
明でした。（大学だと不可ですね。）そこで他メディ
アを参考にすると「〈文明が進化しても人類はほと
んど進化していない〉という視点でコミュニケー
ションの本質に言及した。」とありました？
　唯一の一般的な話題は、先日終了した大阪万博

に落合氏が出展したことでした。参加に至った経
緯や実現へのプロセス、前回の大阪万博を辿り今
の万博に求められているものを追求する姿勢は共
感できました。
 また万博というイベントを「みんなで作った祭り」
と称し、本人自らDJをしながらお客さんと盛り上が
る写真を見ながらの説明を聞き「今日の話は難解
だが、祭りで熱狂する姿は、意外とアナログな熱を
持ってる人だな」などと一人納得し、氏に対する印
象が変わり「大阪万博へ行けばよかったな、残
念！」と思いました。

3　　待ちに待ったパーティでは神奈川県の参加者と
共に楽しい時間を過ごしました。また他の組合の
方 と々の再会や交流はとても良いものでした。

　一部の表彰式では当組合より、中小企業庁長官表彰
（15名）江森 克治氏、杉山 昌行氏が表彰されました。
また全日本印刷工業組合連合会会長特別表彰（工組
役員在任）（84名）川上 彰久氏が表彰されました。
　結びに70周年記念式典を準備、当日の運営をされた
実行委員や関わった皆様に敬意を表し報告とします。

神奈川県印刷工業組合
副理事長　武井 康時

神奈川県印刷工業組合員が中小企業庁長官表彰を受賞

創立70周年記念行事
全日本印刷工業組合

株式会社ココラボ
江森 克治

この度は大変名誉な賞をい
ただきありがとうございました。
このような賞を受賞できました
のも、神奈川県印刷工業組合の皆様の日頃からのご
指導ご支援の賜物と心より御礼申し上げます。
私の全印工連でのキャリアは全青協で2004年副

議長、2010年議長を務めたところからスタートしま
した。以後、産業戦略デザイン室、CSR推進委員会、
女性活躍推進委員会等で副委員長を務め、国が実
施する知財等各種調査事業にも関わってきました。
現在は産業戦略デザイン室委員長として、10年後を
見据えた印刷業の新たなビジネス開発に取り組んで
います。
今回の受賞を励みに、今後も印刷業界発展のため

に微力を尽くして参る所存ですので、引き続きご指導
ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

山協印刷株式会社
杉山 昌行

　日頃より組合員の皆様方にお
かれましては、組合活動に対して
ご理解と活動参加に感謝申し上
げます。
　このたび全日本印刷工業組合70周年記念行事に
おいて栄誉ある「中小企業庁長官表彰」の受賞を戴く
事が出来ました。これは一重に組合員の皆様と共に
組合活動に参画させていただいた事や理解ある社員
の皆の協力の賜物だと考えます。
　混沌とした社会情勢の中、印刷業界として組合活
動を通して自己研鑽や情報共有をする事と共に組合
員の数の力を持ってこの難局を皆と歯を食いしばって
乗り切って行きたいと思います。最後に受賞をいただ
いた事に対しあらためて組合企業の皆様にお礼を申
し上げると共に皆様方の企業の発展と社員の皆様方
の健康を祈念申し上げます。
　誠にありがとうございました。

Award
Winner’s Voice
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INSATSU
酒場

みんな集まれ！

印刷関連業界と地域クリエイター達との交流の場

株式会社 野毛印刷社
森下 治　

表彰を受ける方々の晴れがま
しい姿がとても印象的でした。残
念ながら懇親会には出席できま
せんでしたが、きっと盛り上がったのではないかと推
察しております。落合陽一氏の講演では、AIが普及・
高度化していく中でキーになる技術は「何が正しい
か判断する比較技術」であるという事。今後は「モチ
ベーションの切っ掛け」がキーになるとの話が印象
的でした。どこに価値を見出していくかが今後の課
題ではないかと考えさせられました。

株式会社アクセア神奈川
三宅 和明
今回初めて参加させて頂きま

した。創立70周年という節目に立
ち会えたことを誇りに思います。
これまで印刷業界を支えてこられた多くの方々への
感謝を胸に、次の時代へとつながる新たな一歩を踏
み出さなければと感じました。これからも歴史に恥じ
ない仕事を重ねていきたいと思います。

株式会社LCconnect
田邊 翔哉
歴史ある印刷業界の深さと未
来への期待を感じる素晴らしい
記念行事でした。
先輩方の功績に敬意を表し、自社としてもこれか

らも発展に貢献していきたいです。

株式會社 日相印刷
荒井 慶太
約850名が参加した「創立70周

年記念行事」の記念パーティー
の祝辞で、小池百合子都知事が
印刷産業への期待を語り、その中で全印工連、各県
工組が長年取り組んできた独自の活動「ＭＵＤ（メ
ディア・ユニバーサルデザイン）」「CSR認定」につい
てハッキリと言及されたことは驚きと共に今後の組
合活動の未来に大きくつながると実感しました。

有限会社金洋社印刷所
金井 利樹
記念講演会で落合陽一氏が

『印刷産業の近未来』というテー
マで講演されました。その内容に
加えて、話すスピードが速くてインパクトがありまし
た。集中しないとまったく理解できません。
会場は最後まで熱気の渦に包まれ、業界の節目と
なる行事に参加できたことは嬉しくもあり、貴重な体
験となりました。

https://www.insatukenpo.or.jphttps://www.insatukenpo.or.jpURLURL

110-8646
Tel 03(5834)3180 Fax 03(5834)3185

今回の創立70周年記念行事で
は、落合陽一さんの講演を拝聴しまし
た。講演では「デジタルネイチャー」
をキーワードに、大阪万博パビリオンの制作秘話など、
幅広いテーマについてお話しいただきました。特に印象
的だったのは次の2点です。

1.AI進化による人間の役割の変化
今後、AIが進化し続けることで、人間は創造する機会
が減り、AIが導き出した結果を「選択」または「検証」す

る立場へと変わっていくという点です。
2.自然とデジタルの融合する未来
長いスパンで見れば、私たちが懐かしいと感じる風
景や体験に、デジタルが自然に入り込み、自然とデジタ
ルが融合した世界観へと変わっていくのではないかと
いう提案でした。

AIは日々進化しており、半年後には現在の情報が陳
腐化するほどのスピードです。現時点ではAIを使うこと
自体に格差がありますが、近い将来、スマートフォンのよ
うに当たり前の存在となり、新しい世界観が形成されて
いく未来を想像できる講演でした。

株式会社アイコー
湖山 和英

REBOOT THE PRINT！

創立70周年
記念行事に参加して 初めま

しての

みなさ
ん！

親睦を
深めま

しょう

幅広く交流できる
楽しい会でした！

焼

肉、
絶品でした〜！

交流拡大委員会委員長の太田です。
11月21日（金）、川崎の炭火焼肉食道園にて

「INSATSU酒場～青年印刷人交流会～」を開催い
たしました。本交流会は、印刷業界の未来を担う青
年印刷人同士がつながり交流の輪を広げ、他社の
取り組みや良い事例を自社の参考とすることで、業
界発展へ寄与する機会とすることを目的に企画した
ものです。
当日は、まず主催側にて各社が分散するよう席次
を決め、その後はくじ引きで席替えを行うことで、多く

の参加者が幅広く交流できるよう工夫しました。焼
肉はどれも大変美味しく、お酒も進み、各席で会話が
弾み、盛会となりました。交流会後の二次会にも約
20名が参加し、さらに親睦を深める場となりました。
また、神奈川正和会の皆さまにもご参加いただき、
組合未加入の方には組合入会促進の有意義な機会
となりました。
ご参加いただいた皆さま、ならびに参加をお許し
いただいた各所属企業の皆さまにはこの場をお借り
しまして心より御礼申し上げます。

普段関わる機会のない方 と々交流することができました。同業者同士の情報交
換だけでなく、世間話を交えながら和やかな雰囲気でお話しすることができ、有意
義な時間となりました。焼肉もとても美味しかったです。今回の交流会を通じて、
印刷業界における横のつながりがより深まったと感じました。 　 広報委員　髙橋

INSATSU酒場～青年印刷人交流会～開催
at 炭火焼肉 食道園

INSATSU酒場に参加してきました！



Branch News

　10月3日、横浜中央支部では昨年に引き続き2回目
の「横浜港を眺めながら1コインBBQ大会」を開催し
ました。今回は協賛企業の方2社にも参加いただき、
社員の参加も増え10社21名で大いに盛り上がりまし
た。社員間の交流も活発で笑い声が山下公園・横浜
港に溢れていました。

横浜中央支部　支部長　森下 治

　11月5日、横浜中央支部では「プチ贅沢・特別な場
所での食事会」を横浜駅西口・鉄板焼き有名店「知
喜多」で開催しました。4社10名の参加でしたが、社
員の方も参加し美味しい食事とお酒で盛り上がりま
した。予定があって参加できないとの連絡を何件か
いただいた事も支部としての進歩かと思っています。

横浜中央支部　支部長　森下 治

第19回 湘南小田原支部イナダ五目釣り大会
■ 日時：2025年10月4日（土）  ■ 参加人数：8名
■ 場所：相模湾

横浜中央
Yokohama Chuo

BBQ大会
■ 日時：２０２5年10月3日（金）  ■ 参加人数：21名
■ 場所：THE WHARF HOUSE

　2025年10月4日（土）、相模湾で第19回湘南小田
原支部釣り大会を開催しました。8名が参加し、イナ
ダ・メジマグロ・マダイ・本カツオを狙いました。
　当日の海上は台風の影響で少しウネリがありまし
たが釣りには影響もなく、午前6時30分に腰越港を
出船し、イナダ釣り大会を開催。開始早々、尾崎さ
んがメジマグロを釣り上げ、船内は大盛り上がり！ 
その後、皆さん次 と々ヒットを重ね、気が付けば船
中12種類の魚種。19年間大会を開催していますが
12魚種の魚が釣れたのは初めてです。笑顔の絶え
ない一日となりました。

株式会社キングコーポレーション様、株式会社
吉本洋紙店様、株式会社山櫻様、桔梗屋紙商事株
式会社様、ハート株式会社、文化堂印刷株式会社
様より賞品を協賛いただき誠にありがとうございま
した。
賞品として有効に使わせていただきました。
組合員と賛助会員の皆様の参加により第19回親
睦イナダ五目釣り大会が開催できたことに感謝申し
上げます。また、三浦社長、4年連続イナダ五目釣り

大会幹事を引き受けてくださいましてありがとうご
ざいました。三浦ファミリーの皆様にもお手伝いい
ただき感謝申し上げます。
追伸
来年は第20回大会になります。イナダも出世魚で
縁起が良い魚ですが、第20回大会はマダイ釣り大
会等も考えています。次回を楽しみに……

支部だより活 動 を お 知 ら せ

湘南小田原

プチ贅沢・特別な場所での食事会
■ 日時：２０２5年11月5日（水）  ■ 参加人数：10名
■ 場所：知喜多

 有限会社みうら印刷 三浦聡一さん
 42㎝のイナダ

 株式会社山櫻 尾崎朝雄さん
 シーラ70㎝

 有限会社みうら印刷 三浦光雄さん
 メジマグロ　55㎝

優勝

３ 位

準優勝

結果発表

湘南小田原支部　支部長　小野 聡

Shonan Odawara

｜神奈川印刷ニュースvol.234 11支部だより｜10
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（全）全日本印刷工業組合連合会 (全印工連 )
（関）関東甲信越静地区印刷協議会 (関地区協 )
（中）神奈川県中小企業団体中央会 (中央会 )WEB会議Wくみあい日誌

● 経営革新マーケティング委員会　● 交流拡大委員会　● 総務組織委員会　● 広報委員会

KINはMUDに配慮した編集を心がけています。

新年、あけましておめでとうございます。広報委員の
竹見です。
振り返れば2025年もいろいろありました。特に物価

上昇の勢いは未だに衰える気配もありません。急に1.5
倍になったり、じわじわと時間をかけて2倍になってい
たり。いずれも理由は“原価高騰の影響で”。仕方ない
よ。仕方ないんやけどねえ。なんだか納得しきれないの
は、それをあたかも世の中の道理であるかのように押し
付けられていること。
昨日と同じサービスを買うのに、“原価高騰で値上げ

します”だけで片付けられてもなあ。
例えば、その値上げとサービスの間に、ちょっとした

“おまけ”（変化）が加わっているだけでどうだろう。その
“おまけ”はモノに限らず、スポーツ、芸術、言葉や音楽、
いっそ雰囲気なんかでも、とにかくなんでもいい。叩き
売りの、これもう一個多く入れとくわ、みたいな。
でも、価値のあるモノなんて今はそうそう無いから、
それを開発するのは非常に難しいのだけれど。
だから！KINは2026年も、そのもう一個につながるア
イデアをどんどん発信し、ひいては組合員の皆さんが新
しいサービスを開発できるよう精進する所存です。
今年も変わらずご愛読いただけますよう、どうぞよろ

しくお願い申し上げます。
広報副委員長　竹見 正一

子どもたちが目まぐるしく変化する未来を生き
ていく力をつけるため、横浜市教育委員会が推進
するキャリア教育、はまっ子未来カンパニープロ
ジェクトに協力しています。

12月2日・5日の2日間、6名の組合員がまちの先
生として横浜市立浦島丘中学校の教壇に立ちま
した。本年度、浦島丘中学校の2年生全員で、「み
んなで地域の生活を守ろう」をテーマに地域の防
災について考え、各クラスで紙しばいや動画など
を使っての情報発信の方法について検討してきま

した。今回はそのレヴューで、以下の組合員が1ク
ラスずつ担当しました。
課題もクラスごとに違うため、組合員それぞれ
が個性を活かして、活発な意見交換を行いました。
今回の授業により、多くの子どもたちが印刷会社
の魅力を知り、ひいては印刷会社で働きたいと感
じてくれるようになれば良いなと願っています。

｜ 組｜ 合｜ 員｜ の｜ 動｜ き｜

令和7年11月30日　137社

編 集 後 記

KINちゃんたちの日々の奮闘（！？）を4コ
マ漫画でご紹介。お時間のある時に覗い
てみてね！

▲

右の二次元コードを読み取ってお読みください ガンバる キンちゃん
4コマ漫画 読んでね～

■ 湘南小田原支部 德山 勤　様　令和８年11月21日 逝去
 ㈲小田原印刷社　代表取締役社長　
■ 横浜北支部 田丸 勇　様　令和７年11月23日 逝去
 ㈲田丸文林堂　社長ご尊父

訃　報

■ 横浜中央支部　　　杉本紙器印刷㈱
■ 湘南小田原支部　　　㈱さんこうどう

脱　退

11月 26日  湘北支部役員会・役員忘年会 さかい別邸（厚木）
11月 27日  理事会 組合事務所
11月 27日  黒岩知事を励ます会 ロイヤルホールヨコハマ
12月 5日  （中）冬季役員懇話会  萬珍楼本店
12月 7日  横浜横須賀支部 宿泊忘年会
   箱根湯本富士屋ホテル
12月 8日  横浜中央支部支部員親睦応援事業
  （乃が美食パン配布） 各社訪問
12月 9日  経営革新マーケティング委員会セミナー
   かながわ県民センター
12月 10日  横浜北支部忘年会 日本料理きた山 新横浜店
12月 11日  総務組織委員会 組合事務所
12月 26日  仕事納め
 令和8年
1月 5日  仕事始め
1月 7日  日印産連新年交歓会 The Okura Tokyo
1月 8日  三役会 組合事務所
1月 8日  理事会
1月 上旬  「神奈川印刷ニュースNo.234」新年号発行
1月 10日  横浜中央支部新春落語鑑賞会 横浜にぎわい座
1月 未定 自由民主党横浜市支部連合会新年賀詞交換会
1月 未定 神奈川県製本工業組合　新年会
1月 未定 湘南小田原支部 いちご狩り
1月 未定 （一社）日本グラフィックサービス工業会
  神奈川県支部 賀詞交歓会
1月 15日  賀詞交歓会 ロイヤルホールヨコハマ
1月 21日  （中）賀詞交歓会 横浜ベイホテル東急
1月 23日  Ｘi（体験インテグレーター）イベント
   象の鼻テラス

10月 3日  横浜中央支部　バーベキュー大会 
   THE WHARF HOUSE
10月 3日  正和会　交流会 
10月 4日  湘南小田原支部　釣り大会 
10月 10日  （全）創立70周年記念行事 
10月 14日  （全）第3回産業戦略デザイン室 日本印刷会館
10月 16日  広報委員会 組合事務所
10月 17日  （中）第2回理事会 ロイヤルホールヨコハマ
10月 20日  （全）第1回印刷産業連携推進室 KKRホテル東京
10月 20日  総務組織委員会 組合事務所
10月 20日  2025年度版組合員名簿発行
10月 21日  横浜横須賀支部 役員会 
10月 27日  交流拡大委員会 川崎食道園
10月 31日   印刷健保 代議士委員会 健保会館
11月 5日  （全）第3回サステナビリティ・CSR事前報告会
11月 5日  横浜中央支部 食事会 鉄板焼ダイニング 知喜多
11月 6日  横浜市財政局契約部契約第二課
  笹生契約第二課長・石橋物品契約係長 来組 
   組合事務所
11月 11日  交流拡大委員会 組合事務所
11月 13日  三役会 組合事務所
11月 19日  横浜中央支部 役員会 
11月 20日  （全）常任役員会・理事会・
  全印政連勉強会・議員交流会 
   グランドアーク半蔵門
11月 21日  INSATSU酒場 川崎食道園
11月 22日  湘南小田原支部　親睦ゴルフコンペ
   東京カントリークラブ
11月 26日  広報委員会 本厚木PaO

W

W

横浜市のキャリア教育事業に協力しています

● 株式会社髙陽印刷所 北川真史
● 株式会社ココラボ 江森克治
● 株式会社ココラボ 江森悠人

● 株式会社ソーゴー 上原健一
● 株式會社日相印刷 荒井慶太
● 株式会社連合社印刷 古木拓二（※社名の五十音順）

参加企業

講義の様子

子どもたちの未来を、
地域とともに育む

地域とともに、
未来を育てる

はまっ子未来カンパニープロジェクト



cover photo  株式会社 横浜リテラ KIN 公式キャラクター
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巻 頭 言 ｜

報　　  告 ｜

T o p i c s ｜

支部だより ｜

令和8年 「新年のご挨拶」と「つぶやき」
神奈川県印刷工業組合  理事長 古木直人　

学びのスイッチON!
全日本印刷工業組合
創立70周年記念行事開催
INSATSU酒場
湘南小田原支部・横浜中央支部
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